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投与後 10分から 8 時間の間持続する。Moriらはこの期間に RFA を行って ferucarbotranが Kupffer










実験 1では 14匹のラットを用い，6匹に ferucarbotran，4匹に生理食塩水を投与し， T2*WIを撮像
後，RFAを行った。術後 7日まで経時的に T2*WIを撮影後，肝臓を摘出してHematoxylin-Eosin (HE)
染色，Prussian blue (PB)染色で病理組織学的に検討した。残る 4匹には ferucarbotran投与後シャム
手術を行った。実験 2では 16匹のラットを用い，8匹を用いた合成 ferucarbotranの造影能の確認の後， 
59Feを標識した合成 ferucarbotranを投与後，4匹に RFA，4匹にシャム手術を行い，7日後に摘出肝
標本の autoradiography を撮影した。実験 3 では，同所性肝がん移植を行った 8 匹のラットに
ferucarbotranを投与後に RFAによる治療を行い，T2*WIで経時的に観察し腫瘍の増殖を観察した。 
(結果) 
実験 1では，ferucarbotranを投与後に RFAを行った群で 4日目と 7日目に T2*WIで焼灼域を示唆す
る低信号域を認めた。一方，生理食塩水投与群とシャム手術群では同様の低信号は認められなかった。
病理学的には，HE染色でMRIでの低信号域に一致して凝固壊死を示す焼灼域を認め，焼灼域と非焼灼
域との境界に fibrous capsuleを認めた。焼灼域における PB 染色で確認できる鉄沈着は Kupffer細胞
の核の近傍と思われる類洞内に存在していた。RFAによる凝固壊死領域の鉄沈着量は ferucarbotran投
与群が生理食塩水投与群より 6倍以上多く観察された。また fibrous capsuleにより多く沈着していた。
実験 2では，非焼灼域の集積に対する焼灼域の集積は 0.94倍と同等であったが，ferucarbotran由来の
鉄が焼灼域に残存していることが確認された。また fibrous capsule により強い集積を認めた。実験 3
では 8匹のラットの 8個の肝腫瘍の内，6個が生着していた。4個の腫瘍は RFA治療 4日目の画像で腫
瘍が低信号帯で囲まれており，治療 7日目の腫瘍のサイズに増大はなかったが(増大率 -34.6%, -12.7%, 
1.18%, 7.22%)，治療 4日目の画像で腫瘍が低信号帯で囲まれていなかった 2個の腫瘍では明らかな増
大を認めた(135％, 168%)。 
(考察) 
実験 1より，事前に投与された ferucarbotranによる T2*WIでの信号低下が RFAにより焼灼域で遷




fibrous capsule で非常に多いことが判明した。しかし，追加で施行した高解像度 T2*WI では fibrous 
capsuleには非焼灼野同様に低信号は認められなかった。T2*WIにおける低信号は鉄の量より，その存
在形態によって生じることが知られている事から，焼灼野では Kupffer細胞の代謝機能が失われたため















ことが決定されており、今後の我が国の HCCの治療判定に大きく寄与する貴重な研究と言える。  
平成 26 年 12 月 18 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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